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菟乱射柑才識が-キンソン薪の))ハビ))チ-ションについてm…NjH凍

/I'-･fJ′ノンヨ房と上≠甜 き.タブ.裁許

①一生つれそう清気ですーっれあいと思い折り合って付き合いましょラ.

◎症状の改善は鹿八分をもって長としましょう.

⑳何事に対しても常に興味を持つように心かけましょう.

④急げば回れ_何事も2倍の時間をかけるつもりで行動しましよう.

⑤リノヽどリテ-ションを生活の一部としてしまいましょう.

◎主治医には何でも畳ませずに相鼓しましょう.

⑦家族の過保護は盲等あって一利なしですー手助けは控え目にの気持ちで.

@夏は水分をよくとりましょう.見好ひさは早めに治療しましよう.

◎便秘ま休によくありませんー鍍経の多い野菜を取るように心がけましょう.

⑳多くの人々の知宝を借り､手助けを求めまし上うー遠慮はいりません｡

働 JE繊 Jt
①生活のイメージ作りが大切です.

くさどんな些細なことでも自分で出来ることを増やすことです.

◎病気とうまく付き合いながら生話しましょう.(天寿を全う出来ます.)

◎毎EI操り返す喜切な生活行動は推力や運動髄 の維持を保持して<九ます.

⑤菜しみは失わないよう大切にしまし上う.

@ひとりで出来ないことは他の人にすんでみて下さい.

⑦家から出て街や人や自照の中に入れるようにしましょう.

◎住宅改造やリハビリテーション濃器はたいへん生満を菜にしてくれます.

(9どんな些劫をことでも家族やグルー7内での役割が欲しいものです.

⑬滴毎的になりがちです甘毒的になることが大切です.
こコ

以上の文章は北海道支部会報 ｢希望｣83号にり薫集人の承諾を得て転載鼓しました.
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r是清患者らの医蜜と蛸の鯛を要望するj

国会請願 ･募金活動中〝
今年も下記の話題項 目を籍げて､署名 ･募金活動を曹 さんにお雇

い鼓 してお ります.清 (やまい)のところ大変 とおもいますがー宜

しくお安い申し上げます.

(乗車の研究推進を〉.く長期療養患者の生活施設を〉 (谷間の難病

患者にひか りを〉 く看護岸の大信増宗を〉 く年金制度の充実 を〉

(患者の拠 り所 r軽索センター｣〉
現在 までにご協力下さった方々

牛久市 ･池田俊雄哉 笠同市 .薄引玉子棲 竜 ヶ崎 ･木村寅吉技

藤田市 ･伊蓑キ ミ種 水戸市 ･国枝いね茂 厚田市 一個 国夫桟

水戸市 ･大森 要な 水戸市 ･木村一方穫 水戸市 ･中山 蕃捷

竜 ヶ崎 .橿本妻久棟 取手市 ･商 スイ凍 水戸市 .宅原幸子捷

つくば ･久魚雷努筏 石岡市 ･清水昇J5

署名敦200名 募金額¥38.400

l全質友の会への分担金蕃上げについて
すでに送付されている全国会報th45号 14Pでご覧にな ってい

ると思いますが､第 16回全国琵会で､全国友の会への分坦金の値
上げ案 (一年間 300円 )が堤表され､代議員全員の賛成 を待て可決

成立 しま した｡したがって現在一人あた り年間 1200円ですが､

来年度か らは 1500円にな り･ます.

当面当茨城県支部では､会員の会費は笹上げ しないで､値上げ分

を特別会託の利子をあてることに先の支部役員会で決定 しまLt:.

全国友の会は､結成以来苦 しい台所をや りくりして会の運嘗して

きましたが､ついに物Jf上昇にはついていくことができず _やむに

やまれず分世金の蕃上げを溝案せざるを待なくな りました.

事情ご草案の うえ.菅接のご理解とご監力をお額い鼓 します.
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…事粥だより

◆第八回定期支部琵会 〔全EFパーキンソン病友の会茨城県支部〕

期 日 平鹿 5年 (1993)4月11日 (日)
場一 所 水戸市千淡町1918/茨城県怠今福社会虎
記念講演 Ja'神控内科の先生を予定しています

◆第 17回全国だ会 〔全国パーキンソン病友の会〕
期 El 平成5年 (1993)5月4日 (禁)
場 所 栃木県宇都宮市泉町1I22/ホテル丸治

◆第17回全国大会 (栃木県大会)
期 日 平成 5年 (1993)5月5日 (栗)
場 所 栃木県宇苛富市耳4丁目1-19/プラザインくろかみ

◆第 11回茨発達琵会 〔茨城果菜病団体連冷協議会〕
期 日 平成5年 (1993)4月25日 (日)
場 所 水戸市千汝町1918/茨城県麓合福祉会鋸

金賞の訃報のB知らせ

谷川 業種 く水戸市)

平成4年 12月4日に死去鼓 しました.ご逝去を悼みここに謹んで哀悼の意
を表します.

【篇真後記】 ｢
◆今年も獲 り少な<成りました｡お身休にお素を付けて､治療 ･研究に期待

して新 しい年を迎えましょう.

編集人 全国パーキンソン病友の会茨城県支部
電話 029912215580
郵便振替口座番号 :宇都宮0-38042

加入書名 :全国パーキンソン病友の会茨城県支部
発行人 : 身体障害者団体定期刊行扮監会

東京都世田谷区砧8-2113
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